第１学年　道徳学習指導案
	日　時：
	平成25年1月10日(木)

	学　級：
	1年A・B組

	授業者：
	A組：岸本　知直、B組：中本　 大


１.主題名: 謙虚な心(2‐(5))　
２．ねらい：謙虚な姿勢やねばり強く努力する気持ちを育む。
３．資料名：つまづいたおかげで(相田みつをの詩を生かす(明治図書))
４．学習指導過程　　
	
	学習活動
	主な発問・予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	導入
	文章の後に続く言葉を考える。
	①ワークシートの（　）の中に入る言葉を考える。
　・ケガをしなくなる　・人の気持ちがわかる

　・成長する　・他人のやさしさを感じる

	【一斉・発表】

・ワークシートを配り、自由に想像し発表する。

	展開
	資料をよみ、考えていく。
	②詩の中で気にいった2か所に○をつけ、理由を考え、ワークシートに書く。
	【個人】

・資料を配り、ゆっくり読む。

・何度か読んでから考えるようにさせる。

・理由が簡単になり過ぎないようにさせる。

	
	
	③移動して2人組を作り、意見交換をする。
	【ペア】

・最低でも10人とは意見交換が出来るようにする。

	終末
	今日のまとめ
	④今日の授業で感じたこと、この詩を読んで考えたこと、自分の思いや授業の感想をかく。

	【個人】→【一斉・発表】
・発表した後に、さらに時間があれば感想を書きたす。


５．準備物：資料、ワークシート
６．板書計画


７．今後の改善点

　◎　展開中で、ねらいにせまる発問や活動がもう一つあるとよりねらいにせまれる。


















つまづいたり　ころんだり　したおかげで


（　　　　　　　　）ようになりました





　・ケガをしなくなった


・人の気持ちがわかる


　　・成長する　


・他人のやさしさを感じる





























つまづいたおかげで


　　　　　　　









































　　　授業の感想








